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５
月
１
日
は
、
労
働
者

の
祭
典
「
メ
ー
デ
ー
」
で

す
。
メ
ー
デ
ー
は
、
今
か

ら
約
１
３
０
年
前
に
「
一

日
８
時
間
労
働
」
を
勝
ち

取
る
た
め
、
全
米
の
労
働

者
が
た
た
か
っ
た
大
規
模

な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
メ
ー
デ

ー
の
起
源
で
す
。

　
当
時
、
働
く
者
を
守
る

ル
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
長
時
間
労
働
が
深
刻

で
し
た
。
ど
の
国
で
も
労

働
者
は
一
日
10
数
時
間
も

労
働
を
強
い
ら
れ
て
お

り
、
８
時
間
労
働
は
労
働

者
に
と
っ
て
切
実
な
願
い

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

８
時
間
労
働
制
を
守
る

為
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

　
こ
う
し
た
中
、
全
米
の

労
働
者
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
１
８
８
６
年
５
月

１
日
、
企
業
や
産
業
、
地

域
を
越
え
た
ス
ト
ラ
イ
キ

（
ゼ
ネ
ス
ト
）
が
シ
カ
ゴ

を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
全

国
で
35
万
人
も
の
労
働
者

が
結
集
。「
８
時
間
は
労

働
に
、８
時
間
は
眠
り
に
、

あ
と
の
８
時
間
は
わ
れ
わ

れ
の
自
由
に
」
と
歌
い
、

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

　
米
国
の
労
働
者
は
90
年

５
月
１
日
に
再
度
ゼ
ネ
ス

ト
を
行
う
こ
と
を
決
定
。

連
帯
し
て
欧
州
な
ど
世
界

の
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ

と
デ
モ
に
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
「
第
１
回
国

際
メ
ー
デ
ー
」
を
経
て
、

８
時
間
労
働
制
が
世
界
共

通
の
要
求
に
。
メ
ー
デ
ー

は
国
際
的
な
労
働
者
の
団

結
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
第
１
回
メ
ー
デ

ー
は
１
９
２
０
年
５
月
２

日
、
東
京
の
上
野
公
園
で

開
か
れ
ま
し
た
。
５
千
と

も
１
万
と
も
い
わ
れ
る
労

働
者
が
結
集
。失
業
防
止
、

最
低
賃
金
法
、
シ
ベ
リ
ア

か
ら
の
即
時
撤
兵
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

 

い
ま
、８
時
間
労
働

制
が
改
悪
の
危
機
に

　
い
ま
、
政
府
が
導
入
を

進
め
て
い
る
残
業
代
ゼ
ロ

制
度（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
）
は

メ
ー
デ
ー
の
原
点
で
あ
る

「
８
時
間
労
働
制
」
を
破

壊
す
る
も
の
で
す
。

　
８
時
間
労
働
制
は
労
働

者
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
権

利
で
す
。
し
か
し
、
安
倍

政
権
は
労
働
時
間
の
規
制

を
適
用
除
外
す
る
新
た
な

制
度
を
導
入
す
る
方
針

で
、
今
国
会
で
の
成
立
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　
８
時
間
を
超
え
て
働
い

て
も
残
業
代
は
な
し
。
ど

れ
だ
け
働
か
せ
て
も
経
営

者
が
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

過
労
死
し
た
と
し
て
も
、

長
時
間
労
働
を
証
明
す
る

こ
と
さ
え
困
難
に
な
る
の

で
す
。

　
い
ま
本
当
に
必
要
な
こ

と
は
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
で
あ
り
、
８
時
間
労

働
制
を
職
場
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
で
す
。
不
払
い
残

業
な
ど
は
論
外
で
す
。

い
年
は
５
０
０
円
だ
っ
た

と
こ
ろ
を
、
賃
金
表
を
作

成
し
、
全
職
員
一
律
４
、

０
０
０
円
の
定
期
昇
給
実

施
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

　
正
職
員
の
賃
金
改
善
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年

に
労
使
間
で
協
定
を
交
わ

し
た
「
２
０
１
５
年
４
月

１
日
か
ら
の
給
与
表
改

定
」
に
反
し
て
農
協
側
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
無
か

っ
た
事
か
ら
、
労
組
か
ら

給
与
表
改
正
案
を
提
出
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
農
協

側
か
ら
は
、
労
組
案
は
給

与
水
準
が
あ
ま
り
に
上
が

り
す
ぎ
る
と
い
う
返
答
が

あ
り
、
労
組
は
要
求
を
再

提
出
。
再
要
求
に
対
し
、

農
協
か
ら
は
、
今
す
ぐ
の

改
定
は
で
き
な
い
と
い
う

回
答
が
返
っ
て
き
た
為
、

労
組
は
協
定
書
の
内
容
を

順
守
す
る
よ
う
抗
議
し
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
実
施
を
要

求
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

（
裏
面
に
春
闘
一
覧
掲
載
）

　
第
２
回
目
の
団
体
交
渉

で
は
、
農
協
の
販
売
高
が

過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ

と
を
評
価
し
て
も
ら
い
た

い
と
訴
え
、
ベ
ア
を
再
度

要
求
。ま
た
、今
後
有
望
な

新
人
を
確
保
す
る
為
に
は

初
任
給
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
し
、
初
任
給
の
引

き
上
げ
も
訴
え
ま
し
た
。

交
渉
の
結
果
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
一
律
６
０
０
円
、初

任
給
９
、０
０
０
円
の
引

き
上
げ
を
獲
得
。
労
組
員

平
均
２
、０
０
０
円
の
賃

上
げ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

猿
払
　
正
職
員
の
賃

上
げ
を
求
め
奮
闘
中

　
猿
払
村
農
協
労
組
は
、

55
歳
以
降
、58
歳
で
75
％
、

59
歳
で
１
０
０
％
カ
ッ
ト

さ
れ
る
定
時
手
当
に
つ
い

て
、
58
歳
以
降
も
50
％
に

抑
え
る
よ
う
改
善
さ
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
準
職
員
の

定
期
昇
給
が
、
こ
れ
ま
で

給
与
表
が
な
く
、
多
い
年

で
２
、０
０
０
円
、
少
な

　

鵡
川
農
協
労
組
（
西
内

敬
宣
委
員
長
）
は
、
今
春

闘
で
６
０
０
円
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
獲
得
。
あ
わ
せ

て
初
任
給
９
、０
０
０
円

の
引
き
上
げ
も
獲
得
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
金
町
農

協
従
組
（
水
本
和
芳
委
員

長
代
行
）
は
住
宅
手
当
の

１
、０
０
０
円
増
、
猿
払

村
（
東
宗
谷
）
農
協
労
組

（
桜
庭
正
大
委
員
長
）
で

は
、
55
歳
以
降
の
待
遇
改

善
と
準
職
員
の
賃
金
改
善

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
鵡
川
農
協
労
組
は
、
胆

振
管
内
に
あ
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
北
海
道
が
２
、

０
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
実
施
し
た
こ
と
か

ら
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
２
、

０
０
０
円
を
要
求
。
し
か

し
、
農
協
か
ら
は
、
定
期

昇
給
の
み
、
現
行
通
り
と

い
う
回
答
で
、
一
度
目
の

団
体
交
渉
に
お
い
て
も

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
実
施

で
き
な
い
」
と
い
う
回
答

で
し
た
。

働
く
も
の
の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り

平
和
と
民
主
主
義
、中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う

全農協労連
メーデースローガン

ベア600円初任給9000円ＵＰ鵡川

55才以降、準職員の賃金改善実施猿払

いま、
あらためて 労働時間 考えるを

ＴＰＰ断固反対
農業・農協改革反対
共同の輪を広げよう


